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昨
年
10
月
29
日
、
日
米
の
外
交
・
防
衛
の
ト
ッ
プ
で

構
成
す
る
日
米
安
保
協
議
委
員
会
が
、「
米
軍
再
編
」

に
関
す
る
合
意
文
書
を
発
表
し
ま
し
た
。
基
地
の
共
同

使
用
や
情
報
の
共
有
な
ど
を
す
す
め
、
統
一
し
た
司
令

部
の
も
と
に
、
米
軍
が
世
界
の
ど
こ
で
戦
争
を
開
始
し
て

も
、
自
衛
隊
が
そ
の
支
援
を
行
う
と
い
う
内
容
で
す
。し

か
し
、ア
メ
リ
カ
の
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
前
国
務
副
長
官
は
こ
の

合
意
を
歓
迎
し
つ
つ
も
、「
だ
が
課
題
が
残
っ
て
い
る
。そ
れ

は
日
本
が
ど
の
よ
う
な
地
球
規
模
の
役
割
を
果
た
す
か

で
あ
る
。あ
え
て
言
え
ば
、そ
の
決
断
に
は
日
本
の
憲
法
第

９
条
の
問
題
が
か
か
わ
っ
て
い
る
」（
12
月
４
日
「
読
売
」
）

と
、
重
ね
て
憲
法
９
条
の
改
定
を
迫
り
ま
し
た
。た
ん
な
る

支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
米
軍
と
一
体
と
な
っ
て
戦
え
る
よ

う
に
な
れ
、と
い
う
わ
け
で
す
。 

 
 

こ
の
日
米
合
意
を
実
行
に
移
す
こ
と
は
、９
条
の
破
壊

を
さ
ら
に
深
刻
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
米
軍
基
地
を
抱
え

る
地
域
住
民
に
重
荷
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
基

地
再
編
の
対
象
と
な
っ
た
12
都
道
府
県
43
市
町
村
の

う
ち
、
協
力
を
約
束
し
た
の
は
い
ま
の
と
こ
ろ
石
原
東
京

都
知
事
だ
け
で
、
保
守
系
の
首
長
か
ら
も
猛
反
発
が
お

こ
り
、
自
治
体
ぐ
る
み
の
反
対
運
動
が
全
国
で
ま
き
お
こ

っ
て
い
ま
す
。
靖
国
参
拝
で
の
ア
ジ
ア
の
批
判
を
は
ね
の
け
、

ア
メ
リ
カ
だ
け
に
目
を
向
け
て
日
本
の
平
和
と
国
民
の
安

全
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
小
泉
内
閣
の
姿
勢
は
、
国
会
論

戦
の
大
き
な
焦
点
と
な
ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。 

  

さ
ら
に
昨
年
12
月
、衆
院
憲
法
調
査
特
別
委
員
会

の
自
民
、
民
主
、
公
明
３
党
の
理
事
は
、通
常
国
会
に
国

民
投
票
法
案
を
提
出
す
る
こ
と
で
合
意
し
て
い
ま
す
。そ

れ
が
、昨
年
発
表
さ
れ
た
自
民
党
「
新
憲
法
草
案
」
、
民

主
党
「
憲
法
提
言
」に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、９
条
改
定
の

た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。し
か
し
、
昨
年
５

月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、フ
ラ
ン
ス
、オ
ラ
ン
ダ
で
行
わ
れ
た

EU
憲
法
批
准
の
国
民
投
票
を
視
察
し
た
衆
院
憲
法

調
査
会
の
中
山
太
郎
会
長
は
、「
国
民
投
票
が
怖
く
な

っ
た
」と
語
っ
て
い
ま
す
。
両
国
と
も
、
与
党
や
主
要
野
党

が
EU
憲
法
に
賛
成
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
投

票
で
は「
ノ
ン
」の
判
定
が
下
さ
れ
た
か
ら
で
す
。し
か
も
日

本
に
お
い
て
は
、
憲
法
９
条
に
つ
い
て
、
改
定
に
賛
成

30
％
、反
対
62
％(

「
毎
日
」)

と
、反
対
の
世
論
が
多
数 

        

を
占
め
て
い
る
状
況
で
す
。 

そ
の
た
め
、
国
民
投
票
法
案
の
ポ
イ
ン
ト
は
、ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
９
条
改
憲
賛
成
が
多
数
に
な
る
か
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
自

民
・
公
明
の
与
党
が
04
年
12
月
に
合
意
し
た
法
案
の
骨
子
で

は
、
国
会
で
改
憲
案
を
決
め
て
か
ら
わ
ず
か
30
日
で
国
民
投
票

に
も
ち
こ
む
、
投
票
に
向
け
て
は
公
務
員
や
教
員
の
運
動
を
禁

止
し
、
国
民
の
言
論
・
文
書
活
動
、さ
ら
に
マ
ス
コ
ミ
報
道
ま
で

規
制
す
る
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
の
間
で
徹
底
し
た
議
論

を
行
わ
せ
ず
に
投
票
に
持
ち
込
も
う
と
す
る
姿
勢
が
あ
り
あ
り
で

す
。こ
れ
に
た
い
し
、
民
主
党
は
報
道
の
規
制
は
し
な
い
、
投
票
権

者
は
18
歳
か
ら
、な
ど
と
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
も
見
方
を
変
え

れ
ば
、マ
ス
コ
ミ
は
利
用
し
た
方
が
有
利
、
戦
争
体
験
を
も
た
な
い

青
年
を
取
り
込
む
た
め
、と
も
い
え
ま
す
。し
た
が
っ
て
自
民
党

も
、
早
く
も
民
主
党
に
譲
歩
の
姿
勢
を
示
し
て
い
ま
す
。
国
民

投
票
に
ご
ま
か
し
を
も
ち
こ
む
の
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た

め
、
通
常
国
会
で
は
、
教
育
基
本
法
の
改
定
に
よ
っ
て
改
憲
案
の

考
え
を
国
民
の
中
に
広
げ
よ
う
と
す
る
動
き
が
引
き
続
き
企
て

ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、
国
民
の
改
憲
反
対
運
動
を
規
制
す
る
た

め
、「
犯
罪
行
為
の
相
談
を
し
た
」と
認
定
す
れ
ば
実
行
し
な
く

と
も
処
罰
す
る
共
謀
罪
を
新
た
に
刑
法
に
採
り
い
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。 

通
常
国
会
は
、
自
民
党
、
民
主
党
が
そ
れ
ぞ
れ
の
改
憲
案
、
改

憲
構
想
を
発
表
し
て
か
ら
初
め
て
迎
え
る
国
会
で
す
。
各
党
、

各
議
員
の
発
言
も
、そ
う
し
た
こ
と
を
念
頭
に
厳
し
く
チ
ェ
ツ
ク

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。 

  

 

２００６年、憲法９条の会つくばは、 ８日カピオで行われた 「つくば市成人のつどい」、 翌９日 

クレオ前とアルス前での署名行動・憲法連続講座『「自民党新憲法案」を読む』第１回でスタートを 

切りました。折しも次々と労働組合の旗開きが開かれ、憲法９条の会つくばからは代表が手分けを 

して挨拶に伺いました。 

日本を「戦争をする国に」という勢力との綱引きは楽観を許しません。 

今年も、「輝け！憲法・守ろう！いのち」を掲げ、運動を進めてまいりましょう。 

 

定例世話人会と学習会、憲法連続講座、街頭署名についてお知らせします。 
 

★憲法連続講座 「自民党新憲法案」を読む 全４会 講師 緒方章宏さん（日本体育大学憲法学） 

第 1 回：最近の憲法をめぐる動向から探る憲法改正問題 １／９（月）14 時～ 竹園公民館 

第 2 回：前文と９条：国の在り方と平和問題」           ２／１９（日）１３時３０分～ 並木公民館 

第 3 回：人権の条項について                        ３／５（日）１４時～     竹園公民館  

第 4 回の場所などは未定 

★定例世話人会と小学習会・他 

１／15 (日） 世話人会１０時～学習会 11 時３０分～１２時 30 分憲法と教育基本法：なぜ教育基本法を変えるのか？ 

2／19（日） 世話人会１５時 30 分～17 時・第 2 回憲法連続講座 13 時 30 分～ 

３／19（日） 世話人会・学習会 内容「憲法と自衛隊：百里基地の現状と米軍訓練機共同使用反対運動」 

４／16（日） 学習会 「憲法と日の丸・君が代 学校現場では」  東京都で行動している教員から 

☆ピースコンサート   7 月末 

☆1 周年記念  大講演会  10 月 

★街頭宣伝署名集め毎月第 1 日曜日 12 時～       今後の予定：２／12、  ３／５、  ４／２ 

当面つくば市アルス前、クレオペデストリアンデッキ ミニチラシ、風船、メガホン宣伝など 

★企画・学習、賛同人、署名、地域・分野・グループ・ユース、広報・ＩＴ、会計、連絡・調整事務担当の 

各部会が相互に連携しあって活動をはじめています。 

各担当部会への参加を呼びかけています。 

            そう 

                        ２００6・１・15 

第２号  

◇
特
集 

通
常
国
会
の
情
勢 

 

９
条
の
会
事
務
局 

 
 

川
村 

俊
夫 

 

◇
特
集 

在
日
米
軍
再
編
と
百
里
基
地
へ
の
米
軍
機
Ｆ
１
５
の
訓
練
移
転 

 

茨
城
県
平
和
委
員
会
代
表
理
事 

 

松
原 

日
出
夫 

◇
憲
法
９
条
の
会
つ
く
ば
の
活
動 

連
絡
調
整
事
務
担
当 

湯
浅 

康
子 

◇PEACE
 

EG
G
 

（
ユ
ー
ス
の
コ
ー
ナ
ー
） 

 
 
 
 
 

 

 

ゆ い

 新新新年年年あああけけけままましししててておおおめめめでででとととうううごごござざざいいいままますすす。。。  
今年は「平和」か「戦争」か究極の選択の年。行動の輪を広げましょう！ 

１
月
20
日
に
始
ま
る
通
常
国
会
は
、
憲
法
９
条
を
め
ぐ
る

攻
防
が
、さ
ら
に
激
し
さ
を
増
す
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

「
９
条
の
会
」
事
務
局 

 

川
村 

俊
夫

今国会で審議が予想される議案 

〔1〕国民投票法案 

〔２〕教育基本法の改定 

〔３〕刑法の改定（共謀法を含める） 

〔4〕米軍再編に関する最終報告 

〔５〕皇室典範の改定 

イラスト：Hikaru．Ｋ  １４才 

PEACE・EGG は
10 代 20 代の若者
が平和を希ってつ
くるイラストコー
ナーです。作品募
集してます。 

1 月 15 日現在 
◆賛同人 
４２９人 

  
◆署名 
 ３０２筆 
 
（・－・）ｖ 
♪♪♪♪♪♪ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編 

集 

後 

記 
 

お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ニ
ュ
ー

ス
「
結
」
２
号
を
お
届
け

し
ま
す
。 

 

二
〇
〇
六
年
の
幕
開
け

で
す
。「
戦
争
」
の
足
音
が

近
づ
い
て
い
る
気
配
。
そ

の
一
方
で
、「
平
和
」
を
守

る
人
々
の
足
音
も
だ
ん
だ

ん
と
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
・
分
野
別
の
「
九

条
の
会
」
が
今
年
初
め
に

全
国
で
四
〇
七
九
に
達

し
、
茨
城
県
で
は
す
で
に

41
が
結
成
さ
れ
、
一
月
二

十
二
日
に
は
笠
間
で
、
二

月
五
日
に
は
茎
崎
で
も
結

成
さ
れ
る
予
定
。
も
っ
と

も
っ
と
増
や
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。 

 

「
憲
法
９
条
の
会
つ
く

ば
」
も
設
立
か
ら
三
か
月
。

企
画
・
学
習
専
門
部
を
は

じ
め
い
く
つ
か
の
専
門
部

を
作
り
、
街
頭
署
名
活
動

な
ど
の
組
織
的
な
活
動
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
賛
同
人
の
方
々
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

和
菓
子
屋
さ
ん
の
店

先
。
濃
い
緑
色
の
草
も
ち

と
淡
い
ピ
ン
ク
の
桜
餅
が

並
ん
で
い
ま
す
。
春
は
も

う
そ
こ
ま
で
。
平
和
も
「
も

う
そ
こ
ま
で
」
と
言
え
る

よ
う
に
、
今
年
も
皆
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
（
長
） 

 「憲法９条の会つくば」  連絡先 

〒305-0005 つくば市天久保 1-10-12 Ｉ-４０１ 

電話 090-3811-3753 fax029-856-2286 

E-mail  ycgsk987@yahoo.co.jp  

http://www.geocities.jp/geo_net21/9jo/ 

振込み口座：準 備 中 

－9 条の会・かさま 設立のつどいー 
  高遠菜穂子さんと考えよう！「戦争と平和」 
   1 部「9 条の会・かさま」の紹介とごあいさつ 

   ２部高遠さんのお話とスライド  

とき：2006 年 1 月 22 日（日） １：２０開演～５：００ 

ところ：笠間市 中央公民館 

参加券  大人７００円  高校生３００円  中学生以下無料 

託児：300 円（おやつ付き） 対象 0 歳～小学校低学年まで 

 要予約１／１８まで 連絡窓口 白土 0296-74-2684 廣田 0296-74-4701

連絡先：事務局 ０２９６－７４－４７０１

「茎崎９条の会」設立のつどい
日時■2006 年 2 月 5 日（日） 
会場■つくば市茎崎公民館２階大会議室 

開場１３：００  開演１３：３０ （終演１６：３０）  
資料代■大人５００円・高校生以下無料 
講演 田村武夫（茨城大学教授・憲法学専攻） 
       「私たちの暮らしと憲法」 

ー９条がかわると私たちの生活はどうなるのかー 
詩の朗読 福岡 順子 （あしび野在住） 
主催：「茎崎９条の会」準備会 
連絡先：事務局・野口久須美 TEL８７６－１５４５ 

憲法ネットいばらき 連続憲法学習会 第７弾 

日・時：２００６年１月２８日（土）１４：００～
場 所：県民文化センター 本館 
参加費：５００円（学生無料） 

 
９条の会に見られる人の繋がり―「諏訪九条の輪」の活動から― 

講師：毛利 正道 先生（弁護士） 
 

２００３年までは、例外は有りつつも、「似た者同士」が多く集まる会合に顔を出

すことが多かったのに、２００４年３月以降は、多士多彩な人々がいて「似た者」

はむしろ少ない会合が飛躍的に多くなった。しかもその会合の多くが、月に一回

など頻繁に持たれている。「繋がっている」と実感することがとても多くなった。楽

しいひとときだ。 

  私が直接知る「９条の会」では、多くが毎月学習会などの会合と過半数署名行

動に取り組み、年に数回、節々で学習ツアーや大規模な集まりを持っている。こ

こでも、多士多彩な人々が毎日会合に参加している。まさに繋がっているのであ

る。この繋がりが楽しく、集まりを生き甲斐としている人も少なくないようである。 

               日本民主法律化協会「法と民主主義 2005 年 11 月号」 

                  「「9 条の会」に見る民衆の繋がりに注目」より抜粋 
 

主催：憲法を守り生かす茨城ネットワーク  （略称・憲法ネットいばらき） 

連絡先：水戸翔合同法律事務所 TEL０２９－２３１－４５５５ 
教育基本法改悪反対・「多彩な意見広告」の会 

「多彩な意見広告」へのご賛同・ご協力をよびかけます。 

 個人：1 口 1000 円（できるだけ 2 口以上） 

 グループ・団体：1 口 3000 円（できるだけ 2 口以上） 

郵便振替口座 

  加入者名：「多彩な意見広告」の会 

  口座番号：００１７０－５－４４３９４７ 

※通信欄にはお名前とふりがな、新聞への名前公表の可否を必ずご記入ください。 

詳細な活動内容は、ホームページをごらんください。  

教育基本法改悪反対・「多彩な意見広告」の会 

〒113-0033 東京都文京区本郷 5-19-6 坪井法律事務所内 

Tel＆fax：０３－３８１２－５５１０         ＨＰ：http://www.tasai.net 

・２ は日比谷公会堂に集まろう
まもろう憲法！ ゆるすな教育基本法の改悪を！  

日時：2006 年 1 月 21 日（土）12 時 30 分開場 13 時開会（入場無料）

場所：日比谷公会堂 
主催：まもろう憲法！ゆるすな教育基本法改悪を！ 1.21 東京集会実行委員会

STOP 憲法改悪  許すな戦争のための人づくり
「建国記念の日」反対  2006 年 2・11 集会 

と き  2006 年 2 月 11 日（土） 午後 1 時半開会 
ところ 永田町 星陵会館 
主催 建国記念日」に反対し思想・信教の自由を守る連絡会

米軍機Ｆ15 くるな！ ２・２５県民集会 
 ところ 小川町文化センター 
 と き 2 月２５日（土）午後 2 時 
 

◆「百里基地米軍機訓練移転問題」学習会 
 講師 半田 滋 氏 （ジャーナリスト・東京新聞社会部記者（防衛庁担当） 
 ところ 美野里町公民館（6 号国道沿い） 
 と  き 1 月２１日（土） 午後 2 時 
 資料代 300 円 
 

主催：米軍機Ｆ１５来るな 茨城実行委員会 
連絡先：茨城平和委員会 tel・fax ０２９－２５１－２８０６ 

このコーナーは、近隣の「９条の会」の活動や学習会 つくば市内での平

和の活動などを紹介する情報の玉手箱です。 
掲載希望の方は、情報などをメール・fax 等で事務局へお知らせください。

 ◆次号《第２号》の発行は 2006 年２月１９日の予定です。 
 ◆次回の掲載記事の受付は１月 20 日～２月 10 日までとします。 
   営利目的または特定の政治・宗教、その他掲載することが好ましく

ない情報と判断した場合はお断りすることがあります。 

◇特集  

在日米軍再編と百里基地への米軍機Ｆ１５の訓練移転 

茨城県平和委員会代表理事  松原 日出夫 
昨年１０月、日米両政府によって在日米軍再編の合意（中間報告）が行われました。内

容に目を通された方は気付いたこととおもいますが、アメリカの世界戦略にもとづく再

編で、名護市のキャンプ・シュワブ沿岸に計画している新基地の促進。厚木の空母艦載

機の岩国基地への移転。原子力空母の横須賀配備などなど、重大な問題が計画され

ています。が、同時にもう一つ、見過ごすことのできない大きな問題があります。自衛隊

をこの計画に組み込んで、日米軍事一体化をすすめる計画になっていることです。 

米軍が緊急出撃軍の指令部をキャンプ・座間に新設するのに合わせて、陸上自衛隊

の海外派遣部隊の指令部も同基地に新設する計画。在日米空軍指令部のある横田基

地に自衛隊の航空総体指令部（航空自衛隊の実戦軍の総指令部）を移転させる計画

などは、日米両戦闘軍指令部の一体化です。 

また、自衛隊の鹿屋基地への米空中給油機部隊の移転や、嘉手納基地の米軍Ｆ１５戦

闘機訓練の自衛隊基地への移転計画が盛り込まれているのですが、これらのねらいも、

本土の自衛隊基地の日米共同基地化ですが、そこでの共同訓練を通して日米両軍の

一体化をすすめていくであろうことも間違いありません。 

この、嘉手納基地の米Ｆ１５戦闘機の訓練移転先の基地は、報告に明記されていません

でしたが、発表の直後にマスコミによって築城、新田原、百里、小松、千歳の５基地である

ことが報道されました。すかさず、基地の地元住民や自治体関係者から「受け入れられ

ない」と怒りと反対の声が上がりました。百里基地の地元や周辺でも小川町、行方市、

鉾田市の長が、ただちに絶対反対の態度を表明しました。その後大洗町の町長も反対

の意志を示しています。 

これは当然のことだとおもいます。というのは、これらの５基地はいずれも自衛隊の戦

闘機の基地です。周辺の住民は、これまでも激しい騒音に苦しめられながらも「専守防

衛」の名のもとに耐え忍んできたのです。この上、日本の防衛とは無縁な米軍機の訓練

などを受け入れるはずがありません。百里の場合は特に騒音の被害が深刻です。他の戦

闘機基地は２飛行隊の配備ですが、百里基地には戦闘機（Ｆ１５）２飛行隊（４８機）のほか

に、偵察機（Ｆ４と同機種２７機）の飛行隊が常駐しているので、航空自衛隊の中では最高

の過密基地になっていて、騒音の発生も最高の基地ですから・・・・・。 

訓練移転を許したらどうなるでしょう。まだ米軍使用の規模や期間などの条件は示さ

れていませんが、たとえ示されたとしても、それは、日米政府間でいつでも変更されてしま

う反故（ほご）同然のものに過ぎません。ですから、百里基地は恒久的に日米共同の基

地にされてしまうことは間違いないでしょう。また、米軍機の単独訓練にとどまらず、鹿

島港沖上空に設定されている軍事訓練空域で、日米両空軍一体の海外侵攻訓練もす

すめられることでしょう。そして、周辺住民は、飛行頻度の増大によって、これまでをはる

かにこえる苛酷な騒音と事故の危険にさらされることになってしまいます。 

日米軍事一体化の狙いは、憲法９条が禁止している「集団的自衛権」の行使ですから、

この計画は９条削除の「改憲」の先取りともいえます。 

ですから“百里に米軍来るな”は、県民の平和と安全を守るためにも、憲法９条を守る

ためにも、緊急で大事な運動になっているとおもいます。 


